
                            

 
 

高
祖
大
師
報
恩
授
戒
会 

令
和
五
年
四
月
二
十
三
～
二
十
九
日 

戒
師 

南
澤
道
人
不
老
閣
猊
下
御
親
修 

教
授
師 

 

静
岡
県
心
岳
寺
住
職 

鈴
木
舜
光
師 

引
請
師 

 

新
潟
県
広
厳
寺
住
職 

神
田
英
俊 

説
戒
師 

北
海
道
中
央
寺
住
職 

熊
谷
忠
興
師 

 

毎
年
春
に
修
行
さ
れ
る
大
本
山
永
平

寺
大
授
戒
会
に
南
澤
道
人
不
老
閣
大
禅

師
猊
下
よ
り
ご
縁
を
い
た
だ
き
、
引
請

師
の
大
役
を
無
事
務
め
て
ま
い
り
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
戒
弟
は
少
人
数
で
あ

り
ま
し
た
が
、
全
国
か
ら
の
随
喜
ご
寺

院
と
と
も
に
報
恩
の
行
持
が
厳
修
さ
れ

ま
し
た
。
南
澤
猊
下
は
今
年
九
十
六
歳
、

お
元
気
で
法
要
を
お
勤
め
さ
れ
て
お
ら

れ
ま
し
た
。 

 

猊
下
に
は
平
成
二
十
五
年
五
月
に
当

寺
の
五
日
間
の
授
戒
会
に
も
戒
師
と
し

て
お
出
で
い
た
だ
い
て
お
り
、
そ
の
年

は 

と
さ
れ
ま
し
た
。
お
釈
迦
様
が
定
め
ら
れ

た
「
戒
」
と
は
、「
三
帰
戒
、
三
聚
浄
戒
、

十
重
禁
戒
」
の
十
六
条
か
ら
な
る
、
こ
の

世
で
よ
き
生
き
方
を
す
る
た
め
の
戒
律

（
い
ま
し
め
）
で
す
。
戒
は
イ
ン
ド
の
言

葉
で
、「
シ
ー
ラ
」
と
い
い
、
よ
き
習
慣
、

よ
き
行
為
の
こ
と
で
す
。
こ
の
戒
を
授
か

る
修
行
に
よ
り
、
相
手
を
大
切
に
し
思
い

や
る
よ
き
習
慣
を
身
に
付
け
る
も
の
で

す
。 

 

南
澤
禅
師
様
は
戒
会
中
に
、『
我
々
は

生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
仏
様
の
御
命
を

い
た
だ
い
て
生
か
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の

事
に
気
付
か
な
い
で
生
き
て
い
る
。
多
く

の
ご
縁
の
繋
が
り
の
中
で
、
た
っ
た
一
つ

の
尊
い
命
を
い
た
だ
い
て
生
き
て
い
る

と
い
う
こ
と
を
身
体
で
し
っ
か
り
と
受

け
止
め
て
い
た
だ
く
こ
と
が
授
戒
会
で

す
』
と
お
話
さ
れ
ま
し
た
。
よ
き
習
慣
を

身
に
付
け
、
仏
の
教
え
に
従
い
毎
日
の
日

暮
ら
し
を
す
る
こ
と
で
す
。 

 
お
釈
迦
様
は
「
人
と
生
ま
る
る
こ
と
難

し
、
死
す
べ
き
も
の
の
い
ま
命
あ
る
は
有

り
難
し
」
と
示
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
命
が

い
つ
終
わ
り
を
迎
え
る
の
か
、
こ
れ
は
何

方
に
も
知
り
得
ま
せ
ん
。
人
生
の
終
焉
ま

で
、
人
に
優
し
く
、
穏
や
か
な
心
で
、
人

を
思
い
や
る
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
日
々

精
進
い
た
し
ま
し
ょ
う
。 

 

令
和
五
年 

年
回
忌
表 

[

回
忌] 

 
 

[

没
年] 

一
周
忌     

令
和
四
年 

三
回
忌     

令
和
三
年 

七
回
忌     

平
成
二
十
九
年 

十
三
回
忌   

平
成
二
十
三
年 

十
七
回
忌   

平
成
十
九
年 

二
十
三
回
忌 

平
成
十
三
年 

二
十
七
回
忌 

平
成
九
年 

三
十
三
回
忌 

平
成
三
年 

五
十
回
忌   

昭
和
四
十
九
年 

百
回
忌     

大
正
十
三
年 

 

▼
令
和
五
年
度(2

0
2
3

)

の
年
回
忌
表
で

す
。
当
寺
で
は
個
人
情
報
保
護
の
観
点
か

ら
本
堂
に
は
張
り
出
し
し
て
い
ま
せ
ん
。

正
当
各
家
に
は
昨
年
十
一
月
中
旬
に
通

知
し
て
い
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
日
曜
・
祝
日
の
ご
法
事
の
申
し
込
み
は

お
早
め
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
▼
「
周
」

は
「
め
ぐ
る
」
こ
と
を
意
味
す
る
言
葉
で
、

亡
く
な
っ
て
か
ら
ち
ょ
う
ど
一
め
ぐ
り

し
た
翌
年
の
そ
の
日
を
一
周
忌
と
呼
ぶ
。

回
忌
と
は
亡
く
な
ら
れ
た
日
を
最
初
の

忌
日
と
考
え
て
、
三
回
目
の
忌
日
が
「
三

回
忌
」
と
な
る
。
以
降
は
丸
六
年
目
が
七

回
忌
、
丸
十
二
年
目
が
十
三
回
忌
と
な

る
。 
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は
先
住
七
回
忌
正
当
の
年
で
し
た
が
、

こ
の
た
び
は
十
七
回
忌
の
巡
り
合
わ
せ

と
な
り
誠
に
感
慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま

し
た
。
こ
の
授
戒
会
は
先
住
洞
光
大
和

尚
報
恩
の
法
要
と
な
り
ま
し
た
。 

 
 

           

 

授
戒
会
は
「
戒
を
授
か
る
儀
式
」
で

す
。
そ
の
起
源
は
お
釈
迦
様
の
時
代
に

あ
り
ま
し
た
。
お
釈
迦
様
は
弟
子
た
ち

の
修
行
に
際
し
様
々
な
戒
律
を
定
め
ら

れ
、
そ
の
戒
律
に
沿
っ
た
生
活
を
基
本 

 

中央 南澤不老閣猊下、左 鈴木教授師老師 



                            

松
風 

晋
山
結
制
式
、
先
住
様
の
ご
本
葬
儀
、

県
北
豪
雨
災
害
と
人
の
世
の
移
り
変
わ

り
と
い
の
ち
を
感
ず
る
一
年
で
あ
り
ま

し
た
。 

令
和
三
年
十
月
十
七
日
の
晋
山
結
制

に
は
村
上
市
大
場
沢
の
普
済
寺
住
職
角

一
覚
隆
老
師
を
西
堂
に
拝
請
申
し
上

げ
、
総
勢
四
十
六
名
の
御
寺
院
様
方
の

ご
随
喜
と
多
く
の
檀
信
徒
の
皆
様
に
ご

列
席
い
た
だ
き
無
事
円
成
で
き
ま
し

た
。
当
日
は
雨
風
の
肌
寒
い
日
で
し
た

が
、
雲
散
霧
消
と
し
て
い
て
、
西
堂
老

師
の
法
語
「
龍
宿
鳳
巣
如
是
徳
（
龍
、
鳳

巣
に
宿
る
如
是
の
徳
）」
が
龍
峰
山
の
様

相
を
呈
し
て
い
ま
し
た
。
新
発
田
市
五

十
公
野
の
白
蓮
寺
様
の
康
揮
首
座
、
村

上
市
羽
黒
町
宝
光
寺
様
の
謙
成
弁
事
、

二
人
の
晋
山
開
堂
や
法
戦
式
で
の
堂
々

と
し
た
所
作
と
問
答
は
檀
信
徒
皆
様
の

心
に
強
く
残
り
続
け
る
こ
と
で
す
。
そ

し
て
、
安
下
処
（
寺
に
入
る
前
に
身
支

度
を
調
え
る
場
所
）
は
田
村
與
一
様
宅

に
お
願
い
を
し
、
お
仏
壇
の
ご
本
尊
様
、

ご
当
家
の
ご
先
祖
様
に
読
経
礼
拝
を
し

て
出
発
い
た
し
ま
し
た
。
田
村
様
に
は

丁
寧
な
る
ご
接
待
を
賜
り
、
お
陰
さ
ま

で
落
ち
着
い
た
心
持
ち
で
そ
の
後
の
法

要
に
臨
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
感
謝

い
た
し
て 

し
て
お
り
ま
す
。 

 

先
住
源
道
徹
榮
大
和
尚
様
の
退
董
式

法
要
も
考
え
て
お
り
ま
し
た
が
、
そ
れ

も
叶
わ
ず
翌
春
に
遷
化
さ
れ
ま
し
た
。

徹
榮
大
和
尚
様
は
私
が
後
任
と
し
て
雲

泉
寺
へ
通
い
始
め
た
頃
よ
り
、
ご
葬
儀
、

ご
法
事
に
は
必
ず
ご
一
緒
し
、
寺
の
あ

り
方
、
ご
法
要
の
勤
め
方
等
ご
教
示
い

た
だ
き
ま
し
た
。
老
師
は
い
つ
も
穏
や

か
な
お
顔
で
、
美
味
し
い
お
茶
を
入
れ

て
く
だ
さ
れ
、
お
寺
の
歴
史
や
檀
信
徒

の
皆
様
の
活
躍
、
村
の
こ
と
な
ど
、
色
々

と
お
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
老
師
と
二
人
、
茶
の
間
で
お
茶
を
飲

ん
で
い
る
と
き
、
『
こ
こ
は
静
か
で
す

ね
』
と
言
う
と
、『
松
の
音
し
か
聞
こ
え

な
い
』
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
私
に
は
そ
の

意
味
が
よ
く
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
昔
の
護
持
会
報
「
輪
」
を
読
み
返
し

て
い
た
ら
、
老
師
が
永
平
寺
に
つ
い
て

書
い
て
い
る
一
文
を
見
つ
け
ま
し
た
。 

「
峰
吹
く
松
風
の
音
、
老
杉
に
吹
く
風

の
声…

こ
れ
ら
は
す
べ
て
心
の
深
底
ま

で
響
く
尊
い
み
声
と
聞
き
た
い
。
道
元

禅
師
の
お
さ
と
し
の
声
と
聞
き
た
い
」

と
あ
り
ま
し
た
。 

 

徹
榮
老
師
の
仏
を
信
ず
る
心
を
思
い

な
が
ら
晋
山
結
制
と
い
う
大
行
事
、
老

師
の
ご
本
葬
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。 

              

し
た
。
こ
こ
に
ご
随
喜
賜
り
ま
し
た
ご
寺

院
様
方
、
ご
参
列
お
参
り
賜
り
ま
し
た
檀

信
徒
の
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
と
お
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
豪
雨
災
害
の
折

り
に
は
早
速
駆
け
つ
け
て
、
復
旧
を
助
け

て
い
た
だ
い
た
こ
と
、
温
か
い
励
ま
し
の

言
葉
を
か
け
て
く
だ
さ
れ
ま
し
た
こ
と

に
深
甚
な
る
謝
意
を
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
こ
の
た
び
の
災
害
で
被
災
さ
れ

た
皆
様
に
お
見
舞
い
と
一
日
も
早
い
復

興
を
祈
っ
て
お
り
ま
す
。 

雲
泉
寺
住
職 

神
田
恭
真 

 

第
十
八
教
区
護
持
会
会
報
「
輪
」
よ
り 

 
 
 

（
令
和
四
年
十
二
月
発
行
） 

□
増
慶
院
晋
山
結
制
式 

五
月
二
十
七
日
、
二
十
八
日
、
下
館
増

慶
院
様
で
は
深
井
大
心
師
の
晋
山
結
制

式
が
修
行
さ
れ
、
二
十
三
世
を
継
承
さ
れ

た
。 

□
東
龍
寺
眼
蔵
会 

 

六
月
二
九
日
、
三
十
日
、
田
上
町
東
龍

寺
様
（
渡
邉
宣
昭
住
職
）
で
は
道
元
禅
師

の
「
正
法
眼
蔵
」
の
講
義
が
行
わ
れ
る
。

今
年
で
二
十
回
目
と
な
る
。 

□
柴
橋
庵
七
回
忌 

 

二
月
十
日
、
当
寺
末
庵
、
柴
橋
庵
十
二

世
祖
園
浄
仙
尼
（
渡
邉
浄
仙
師
）
の
七
回

忌
に
当
た
り
、
当
寺
本
堂
に
て
法
要
を
行

い
、
お
墓
参
り
を
し
て
お
偲
び
い
た
し
ま

し
た
。 

■
海
蔵
寺
二
十
六
世
遷
化 

 

二
月
二
十
四
日
村
上
市
七
湊
、
海
蔵
寺

二
十
六
世
住
職
善
英
正
人
大
和
尚
（
小
島

正
人
師
）
が
遷
化
さ
れ
た
。
世
寿
六
十
六

歳
。
四
月
七
日
逮
夜
、
八
日
本
葬
儀
が
二

十
教
区
寺
院
に
よ
り
執
り
行
わ
れ
、
秉
炬

師
は
本
寺
耕
雲
寺
菊
地
光
彦
老
師
が
務

め
ら
れ
た
。
正
人
師
は
正
続
寺
（
故
鈴
木

秀
一
師
）
宗
務
所
当
時
書
記
を
務
め
、
宗

務
行
政
に
尽
力
す
る
と
と
も
に
、
村
上
市

の
人
権
擁
護
委
員
を
長
く
務
め
ら
れ
た
。

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。 

写経の会  毎月第２日曜 午後１時～３時（１月２月は休会）  静かなお寺で功徳を積みましょう。 
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雲泉寺垂れ桜 



                           

研
修
旅
行
報
告 

 
コ
ロ
ナ
禍
で
三
年
休
止
の
当
寺
研
修

旅
行
で
し
た
が
、
五
月
十
八
～
十
九
日
、

福
島
県
会
津
こ
ろ
り
三
観
音
参
り
と
母

畑
温
泉
の
旅
を
計
画
し
、
参
加
者
は
少

人
数
で
し
た
が
久
し
ぶ
り
に
ゆ
っ
く
り

と
親
睦
を
深
め
る
旅
と
な
り
ま
し
た
。 

工
事
及
び
境
内
整
備 

・
墓
地
清
掃 

 

三
月
七
～
八
日 

 
 

 

高
橋
土
建 

・
倒
壊
墓
石
復
旧 

 

三
月
七
日 

 
 
 
 
 

小
野
石
材 

・
中
庭
桜
枝
折
れ
処
理 

 

三
月
八
日 

 
 
 
 

井
上
材
木
店 

・
垂
れ
桜
移
植 

 

三
月
十
六
～
十
七
日 

 

高
橋
土
建 

      

・
境
内
樹
木
冬
囲
い
外
し 

 

三
月
十
七
日 

 
 

シ
ル
バ
ー
人
材 

・
墓
ゴ
ミ
処
理 

 

三
月
二
十
八
日 

 
 

小
野
工
務
店 

・
本
堂
廊
下
雨
樋
修
理 

 

四
月
四
日 

 
 
 
 

井
上
材
木
店 

 

＊
昨
年
末
の
大
雪
に
よ
り
杉
の
木
が
倒

れ
た
り
、
桜
の
枝
折
れ
等
、
被
害
甚
大
で

し
た
。
墓
石
も
一
基
倒
壊
し
ま
し
た
が
お

彼
岸
前
に
修
復
、
お
墓
の
清
掃
も
何
と
か

終
わ
り
ま
し
た
。
彼
岸
後
に
は
ゴ
ミ
処
理

も
済
ま
せ
ま
し
た
。
枝
垂
れ
桜
は
新
墓
地

に
移
植
、
き
れ
い
に
咲
き
ま
し
た
。 

 
 
 
 

仏
事
の
知
識 

 
 

直
葬 

 

枕
経
、
通
夜
、
葬
儀
に
僧
侶
を
頼
ん
で

の
儀
式
を
し
な
い
、
葬
儀
社
に
よ
る
火
葬

と
納
骨
だ
け
を
直
葬
（
ち
ょ
く
そ
う
）
と

い
う
。
僧
侶
も
必
要
と
せ
ず
、
読
経
も
な

し
、
も
ち
ろ
ん
お
戒
名
も
な
い
。
納
骨
す

る
お
墓
も
な
い
場
合
は
無
縁
仏
と
し
て

処
理
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
地
方
で
は
ま

だ
あ
ま
り
見
か
け
な
い
が
、
都
会
で
は
独

居
老
人
が
増
え
て
い
る
せ
い
か
増
加
傾

向
に
あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
家
族
葬
や
近
親

者
葬
儀
等
、
小
規
模
葬
が
増
え
て
い
る

中
、
昨
今
は
葬
祭
業
者
が
本
人
や
家
族
の

経
済
的
な
負
担
を
減
ら
す
た
め
に
と
、
火

葬
の
み
や
直
葬
プ
ラ
ン
な
ど
も
取
り
扱

う
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。 

 

直
葬
は
従
来
の
葬
儀
と
違
い
宗
教
儀

式
が
な
い
た
め
、
最
後
の
旅
立
ち
を
懇
ろ

に
送
る
と
い
う
意
識
は
薄
い
も
の
と
な

る
。
様
々
な
事
情
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が

た
と
え
小
規
模
で
あ
っ
て
も
、
生
前
お
世

話
に
な
っ
た
大
切
な
人
、
愛
お
し
い
家
族

に
は
感
謝
の
誠
を
捧
げ
、
信
仰
の
心
を
持

っ
て
宗
教
的
儀
式
で
送
る
と
い
う
悔
い

の
残
ら
な
い
葬
儀
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。   
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当
寺
十
八
世
慧
運
洞
光
大
和
尚 

本
年
十
七
回
忌
（
命
日
平
成
十
九
年

六
月
十
一
日
）
に
当
た
り
、
本
山
授
戒

会
中
（
四
月
二
十
四
日
早
晨
）、
法
堂
に

て
南
澤
道
人
不
老
閣
猊
下
導
師
に
て
厳

修
い
た
し
ま
し
た
。 

十
八
世
神
田
洞
光
大
和
尚
は
大
正
十

一
年
五
月
二
十
三
日
生
、
金
沢
市
常
松

寺
境
洞
巌
師
の
も
と
得
度
し
（
十
三
歳
） 

       昭
和
十
五
年
福
井
県
越
前
市
（
旧
武
生

市
）
少
林
寺
住
職
三
輪
僕
淳
和
尚
の
下

で
首
座
を
務
む
。（
十
九
歳
・
写
真
） 

大
本
山
永
平
寺
で
の
修
行
は
昭
和
十
四

年
よ
り
四
年
間
、
大
東
亜
戦
争
復
員
後

再
安
居
（
二
年
）。
昭
和
三
十
八
年
四
十

二
歳
で
晋
山
結
制
と
永
平
寺
七
十
三
世

熊
沢
泰
禅
禅
師
を
戒
師
に
拝
請
し
て
五

日
間
の
授
戒
会
を
修
行
。
洞
光
和
尚
は

晩
年
本
山
授
戒
会
の
引
請
師
（
丹
羽
禅

師
）
及
び
教
授
師
（
宮
崎
禅
師
）
を
務

め
て
い
る
。
本
山
に
て
の
先
住
忌
法
要

は
報
恩
の
行
、
感
無
量
で
し
た
。 

 

大
般
若
祈
祷
法
要 

期
日 

六
月
十
日
（
土
） 

時
間 

午
前
十
時
よ
り 

内
容 

祈
祷
大
般
若
、
檀
信
徒
供
養 

 
 
 

法
話 

＊
法
要
後
の
会
食
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

粗
飯
お
持
ち
帰
り
と
い
た
し
ま
す
。 

 

＊
大
般
若
で
コ
ロ
ナ
退
散
、
身
心
健
康
、

所
願
成
就
を
祈
願
い
た
し
ま
す
。 

 

 

仏
事
の
知
識 

→
 

 

西会津 鳥追観音如法寺参拝 



                  

 
 

お
寺
か
ら
の
お
願
い 

▼
お
墓
の
お
供
え
（
菓
子
、
果
物
等
）
は

カ
ラ
ス
が
食
い
荒
ら
し
散
ら
か
し
ま
す

の
で
お
参
り
が
済
み
ま
し
た
ら
お
下
げ

し
て
ご
自
宅
で
お
召
し
上
が
り
く
だ
さ

い
。 

▼
ゴ
ミ
は
必
ず
お
持
ち
帰
り
く
だ
さ
い
。

お
墓
参
り
の
際
に
は
ゴ
ミ
入
れ
用
の
ビ

ニ
ー
ル
袋
な
ど
を
持
参
し
て
必
ず
お
持

ち
帰
り
下
さ
い
。
特
に
花
を
包
ん
で
あ

る
紙
、
ビ
ニ
ー
ル
ひ
も
等
は
町
の
ゴ
ミ

収
集
車
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

▼
昨
年
秋
か
ら
の
境
内
墓
地
の
自
然
ゴ

ミ
処
理
は
彼
岸
前
に
終
わ
り
ま
し
た
。 

              

墓
地
美
化
に
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。 
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動
物
供
養
塔
（
ペ
ッ
ト
墓
地
） 

動
物
の
お
骨
を
埋
葬
い
た
し
ま
す
。
檀
家

さ
ん
以
外
で
も
納
骨
供
養
で
き
ま
す
。 

寂
光
塔
（
永
代
供
養
墓
地
） 

一
人
暮
ら
し
の
方
、
お
墓
継
承
に
お
悩
み

の
方
、
お
寺
が
永
代
に
わ
た
り
供
養
い
た
し

ま
す
。
広
厳
寺
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
詳
細
が

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。 

  

動物供養塔（ペットのお墓） 寂光塔（永代供養合同墓所） 

 

個
別
型
合
同
墓
建
立
に
つ
い
て 

 
 

新
し
く
墓
地
に
地
目
変
更
し
た
土
地

に
合
同
供
養
墓
を
建
立
す
る
べ
く
現
在

計
画
中
で
す
。 

 

一
、 

檀
家
と
し
て
登
録
し
て
も
個
々
の

お
墓
は
持
た
ず
に
自
分
の
お
墓
と

し
て
納
骨
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

お
骨
は
墓
内
の
個
別
の
壇
に
安
置

す
る
。 

二
、 

将
来
継
承
者
が
い
な
く
な
っ
た
場

合
に
は
永
代
供
養
に
す
る
こ
と
が

で
き
る
。 

    

 

     

三
、 

永
代
登
録
で
申
し
込
む
場
合
も
お

骨
は
個
々
に
安
置
し
、
三
十
三
回

忌
法
要
後
合
祀
す
る
。 

四
、 

お
墓
は
曹
洞
宗
に
帰
依
し
、
広
厳

寺
に
て
葬
儀
を
行
っ
た
者
の
納
骨

場
所
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で

き
る
。 

  

五
、
永
代
供
養
の
場
合
は
一
定
の
金
額

を
納
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の

後
の
お
墓
に
関
す
る
費
用
は
一
切

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。 

六
、
檀
家
登
録
し
て
申
込
み
し
た
場
合

に
は
毎
年
の
寺
護
持
費
が
必
要
で

す
。
ま
た
、
一
霊
ご
と
に
納
骨
費
用

が
か
か
り
ま
す
。 

七
、 

今
年
中
に
は
建
立
予
定
で
す
。 

 

＊
詳
細
は
お
寺
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。 

 

 

境内墓地の自然ゴミ 

 
 

□
第
十
七
教
区
護
持
会
主
催 

 
 

秋
葉
総
本
殿
・
可
睡
斎
参
拝
と 

 
 
 
 

日
本
三
大
稲
荷
・
豊
川
稲
荷 

 
 
 
 
 
 
 
 

三
谷
温
泉
の
旅 

         

期
日 

十
一
月
十
五
日
～
十
七
日 

 
 
 
 
 

（
二
泊
三
日
） 

旅
費 

六
万
三
千
円 

人
数 

七
十
名 

〆
切 

九
月
末
日 

 

可睡斎 


